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若
葉
の
美
し
い
季
節
を
迎
え
、
会
員

の
皆
様
方
に
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
、
こ
の
四
月
の
人
事
異
動
に
よ
り

林
政
課
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
誌

上
を
お
借
り
し
て
、
一
言
、
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

県
土
の
約
７
割
を
占
め
る
多
様
な
森

林
は
、
水
源
の
か
ん
養
や
土
砂
崩
れ
の

防
止
、
木
材
の
生
産
、
二
酸
化
炭
素
吸

収
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な

い
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
林
業
・
木
材
産
業
は
、
地
域

の
経
済
社
会
の
維
持
発
展
に
必
要
な
産

業
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
生
産
さ
れ
た
木

材
を
利
用
す
る
こ
と
は
二
酸
化
炭
素
の

貯
蔵
を
通
じ
て
地
球
温
暖
化
対
策
に
貢

献
さ
れ
ま
す
。

　

県
内
の
45
年
生
を
超
え
る
人
工
林
面

積
は
人
工
林
の
７
割
を
占
め
る
な
ど
本

格
的
な
利
用
期
を
迎
え
る
な
か
、
「
伐

っ
て
・
使
っ
て
・
植
え
て
・
育
て
る
」

林
業
サ
イ
ク
ル
を
持
続
的
に
循
環
さ
せ

る
た
め
、
木
材
を
利
用
し
つ
つ
、
少
花

粉
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
に
よ
る
再
造
林
を
行

い
、
若
い
森
林
を
確
実
に
造
成
す
る
こ

と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
所
有
者
が
経
営
・
管

理
で
き
な
い
森
林
を
、
市
町
村
が
仲
介

役
と
な
っ
て
林
業
経
営
者
に
集
積
・
集

約
化
す
る
森
林
経
営
管
理
制
度
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
県
で
は
、
本
制
度
を

担
う
市
町
村
へ
の
支
援
、
林
業
経
営
体

の
育
成
や
担
い
手
の
確
保
、
森
林
資
源

の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
10
月
の
公
共
建
築

物
等
木
材
利
用
促
進
法
の
改
正
に
伴
い
、

本
県
に
お
き
ま
し
て
も
、
岡
山
県
県
産

材
利
用
促
進
指
針
を
令
和
４
年
２
月
に

変
更
し
、
公
共
建
築
物
や
民
間
非
住
宅

等
建
築
物
一
般
に
県
産
材
の
一
層
の
利

用
促
進
に
務
め
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

21
お
か
や
ま
森
林
・
林
業
ビ
ジ
ョ
ン

で
描
く
将
来
像
の
実
現
に
向
け
、
県
産

材
の
安
定
供
給
体
制
の
整
備
と
さ
ら
な

る
需
要
拡
大
に
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
諸
施
策
の
推
進
に
あ
た
り
ま

し
て
は
、
地
域
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、

関
係
機
関
と
の
一
層
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
緑
の
候
、
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
ご

健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
、
こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
治

山
課
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
誌
上

を
お
借
り
し
て
、
一
言
、
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。　

　

本
県
は
、
県
土
の
約
７
割
が
森
林
に

覆
わ
れ
、
「
晴
れ
の
国
」
の
穏
や
か
な

気
候
の
下
、
県
内
一
円
に
分
布
す
る
マ

ツ
林
を
は
じ
め
、
シ
イ
・
カ
シ
な
ど
の

常
緑
樹
や
コ
ナ
ラ
・
ア
ベ
マ
キ
な
ど
の

落
葉
樹
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
な

ど
、
多
様
な
森
林
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
森
林
は
、
先
人
の
ご
努
力

に
よ
り
守
り
育
て
ら
れ
、
木
材
の
生
産
、

水
源
の
か
ん
養
、
洪
水
や
土
砂
崩
れ
の

防
止
、
さ
ら
に
は
生
物
多
様
性
の
保
全

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
有
し
、
私

た
ち
の
生
活
に
多
く
の
恩
恵
を
も
た
ら

し
て
お
り
、
こ
の
優
れ
た
働
き
に
対
す

る
県
民
の
期
待
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
県
で
は
、
森
林
の
持

つ
多
面
的
機
能
が
持
続
的
に
発
揮
さ
れ

る
よ
う
、
間
伐
、
再
造
林
等
に
よ
る
森

林
の
整
備
や
治
山
施
設
の
設
置
、
ナ
ラ

枯
れ
被
害
対
策
な
ど
森
林
病
害
虫
防
除

を
実
施
し
、
森
林
を
よ
り
健
全
に
保
つ

こ
と
を
通
し
て
、
防
災
・
減
災
対
策
を

推
進
し
、
県
民
の
皆
様
の
安
全
・
安
心

の
確
保
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
民
有
林
の
約
４
割
を
占
め

る
人
工
林
の
多
く
は
伐
期
を
迎
え
て
お

り
、
林
道
、
作
業
道
な
ど
に
よ
る
路
網

整
備
を
進
め
る
ほ
か
、
伐
採
か
ら
植
栽

ま
で
の
一
貫
作
業
の
推
進
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技

術
を
利
用
し
た
省
力
化
等
に
よ
っ
て
、

収
益
性
の
向
上
と
労
力
の
確
保
を
図
り

な
が
ら
、
少
花
粉
苗
木
に
よ
る
確
実
な

再
造
林
を
推
進
し
、
「
伐
っ
て
、
使
っ

て
、
植
え
て
、
育
て
る
」
と
い
っ
た
林

業
サ
イ
ク
ル
を
循
環
さ
せ
、
森
林
資
源

の
平
準
化
と
花
粉
発
生
源
対
策
を
一
層

加
速
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
林
地
の
開
発
指
導
に
お
い
て

も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
情
報
共
有
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、
森
林
の
適
正
管
理
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
の
推
進
に
は
、
森
林

所
有
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
機
関

と
の
緊
密
な
連
携
が
不
可
欠
で
す
。

　

今
後
と
も
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

林
政
課
長

　

掛
屋 

晶
則

治
山
課
長

　

武
田　

保
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新
緑
が
目
に
鮮
や
か
な
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

  

こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
森
林
研
究

所
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
の
で
一
言

ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
研
究
所
は
、
昭
和
27
年
に
林
業
試

験
場
と
し
て
開
設
さ
れ
て
以
来
、
今
年

度
で
71
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
、
自
然
的
条
件
や
林
業
生
産
技
術

等
の
特
性
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
長
期
的

な
展
望
に
立
っ
た
様
々
な
試
験
研
究
等

に
取
り
組
み
、
本
県
林
業
発
展
の
一
翼

を
担
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

試
験
研
究
と
し
て
本
年
度
は
、
林
業

分
野
で
は
、
「
少
花
粉
品
種
の
種
子
安

定
生
産
技
術
の
確
立
」
「
少
花
粉
ス

ギ
・
ヒ
ノ
キ
コ
ン
テ
ナ
苗
の
生
産
技
術

の
確
立
」
「
早
生
樹
種
の
選
抜
・
育
成

に
関
す
る
調
査
研
究
」
「
高
齢
級
人
工

林
の
資
源
量
推
定
に
関
す
る
研
究
」

「
ナ
ラ
類
集
団
枯
損
に
つ
い
て
の
調
査

研
究
」
「
ア
カ
マ
ツ
を
有
効
利
用
し
た

し
た
４
名
の
方
に
助
成
し
、全
員
が
県
内

の
林
業
事
業
体
へ
就
職
し
ま
し
た
。

　

林
業
従
事
者
勤
続
表
彰
事
業

林
業
従
事
者
の
長
期
定
着
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、勤
続
年
数
が
一
定
以
上
の
方

を
表
彰
し
ま
し
た
。

【
満
15
年
】３
名

山
口
博(

新
見
市
森
林
組
合)

岩
野
亘(

津
山
市
森
林
組
合)

繁
井
秀
秋(

美
作
東
備
森
林
組
合)

【
満
10
年
】４
名

立
野
功
二(

岡
山
森
林
組
合)

野
村
英
明(

岡
山
森
林
組
合)

池
田
邦
博(

新
見
市
森
林
組
合)

池
田
隆
弘(

㈱
三
謳)

【
満
５
年
】13
名

新
本
祐
司(

新
見
市
森
林
組
合)

迫
原
耕
平(

新
見
市
森
林
組
合)

瀬
島
潔(

作
州
か
が
み
の
森
林
組
合)

中
司
祐
嗣(

作
州
か
が
み
の
森
林
組
合)

黒
田
大
地(

津
山
市
森
林
組
合)

上
原
光
昭(

奈
義
町
森
林
組
合)

森
本
卓(

奈
義
町
森
林
組
合)

前
田
裕
介(

奈
義
町
森
林
組
合)

梶
原
健
二(

㈱
山
祐)

大
谷
誠(

㈲
杉
産
業)

井
原
敏
之(

㈲
寿
園)

本
元
俊
勝(

㈱
三
謳)

池
田
勝
一(

㈱
杣)

他
の
事
業
に
つ
い
て
は

Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

マ
ツ
タ
ケ
培
養
技
術
の
高
度
化
」
を
、

木
材
加
工
分
野
で
は
、
「
香
り
を
評
価

指
標
と
す
る
ヒ
ノ
キ
材
人
工
乾
燥
条
件

の
検
討
」
「
ヒ
ノ
キ
大
径
材
丸
太
の
品

質
評
価
」
「
広
葉
樹
の
有
効
利
用
に
関

す
る
調
査
研
究
」
「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
新
た
な

分
野
で
の
利
用
方
法
の
検
討
」
な
ど
、

18
の
研
究
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。  

　

そ
の
他
、
県
内
で
唯
一
と
な
る
少
花

粉
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
等
の
優
良
種
苗
の
生

産
を
行
っ
て
い
る
機
関
で
、
安
定
的
か

つ
持
続
的
な
種
子
生
産
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
大
断
面
の
製
材
品
や
集
成
材

等
の
強
度
等
性
能
評
価
試
験
を
実
施
し

て
、
木
材
業
界
へ
の
技
術
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
林
業
技
術
研
修
棟
を
拠
点

と
し
て
、
林
業
就
業
者
や
市
町
村
職
員

等
を
対
象
と
し
た
林
業
技
術
研
修
等
を

実
施
し
て
、
林
業
技
術
の
普
及
を
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
必
要
と
さ
れ
る
、

研
究
所
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

(

公
財)

岡
山
県
林
業
振
興
基
金
で
は
、

林
業
労
働
力
の
安
定
的
確
保
及
び
若
い

担
い
手
の
育
成
支
援
等
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、森
林
の
適
正
な
維
持
管
理
を
推
進

し
、林
業
の
安
定
的
な
発
展
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、様
々
な
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
定
着
率
優
良
事
業
体
表
彰
事
業

　

林
業
労
働
者
の
定
着
率
向
上
の
た
め

様
々
な
取
組
を
推
進
し
、安
全
管
理
の
改

善
向
上
に
努
め
、成
果
を
挙
げ
て
い
る
３

事
業
体
の
功
績
を
称
え
表
彰
し
目
録
を

授
与
し
ま
し
た
。　

　
【
㈲
杉
産
業
】(

新
見
市)

　
【
㈱
三
謳
】(

真
庭
市)

　
【
㈲
寿
園
】(

真
庭
市)

 

　
林
業
大
学
校
進
学
支
援
事
業

　

県
内
出
身
者
で
林
業
大
学
校
に
進
学

株式会社　三謳
母里靖浩代表取締役(写真右)

森
林
研
究
所
長

　

谷　

智
仁

岡
山
県
林
業
振
興
基
金
事
業

の
紹
介

林業振興基金 HP
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一
　
は
じ
め
に

　

昨
年
度
、
津
山
普
及
指
導
区
の
、
山

陽
商
事
株
式
会
社
に
お
い
て
、
林
業
経

営
体
提
案
型
研
修
事
業
（
森
林
環
境
譲

与
税
活
用
事
業
）
を
活
用
し
た
、
林
業

の
効
率
化
と
リ
ス
ク
低
減
等
に
資
す
る

機
器
を
使
用
し
た
専
門
的
技
術
研
修
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
そ
の
中
で
使
用
さ
れ
た
先

進
的
機
器
装
置
に
つ
い
て
概
要
を
お
伝

え
し
ま
す
。

二
　
ガ
イ
ド
レ
ベ
ル/

ガ
イ
ド
レ
ー
ザ
ー

　
を
活
用
し
た
研
修

　

令
和
５
年
２
月
16
日
に
、
専
門
的
技

術
研
修
と
し
て
、
山
陽
商
事
津
山
出
張

所
で
使
用
方
法
の
研
修
を
行
っ
た
後
、

鏡
野
町
中
谷
に
お
い
て
現
地
研
修
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
の
目
的
に
つ
い
て
前
田
多

恵
子
代
表
取
締
役
に
伺
い
ま
し
た
。

　

「
新
年
度
か
ら
３
人
の
新
規
就
業
者

（
作
業
員
）
が
入
社
す
る
の
で
、
ベ
テ

ラ
ン
作
業
員
が
新
人
の
教
育
を
行
う
に

あ
た
り
、
伐
倒
補
助
具
を
活
用
し
た
伐

倒
に
つ
い
て
の
研
修
会
を
開
催
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

伐
倒
に
つ
い
て
は
林
業
に
お
け
る
作

業
別
死
亡
災
害
の
約
68
％
が
伐
倒
作
業

中
に
起
き
て
い
ま
す
。

　

特
に
「
か
か
り
木
」
に
関
わ
る
事
故

が
多
く
、
「
か
か
り
木
」
を
減
ら
す
こ

と
が
重
大
事
故
の
予
防
に
な
る
と
考
え

ま
し
た
。

　

ベ
テ
ラ
ン
作
業
員
に
先
進
的
機
器
装

置
に
つ
い
て
学
習
し
て
も
ら
い
、
そ
れ

を
活
用
し
て
新
人
作
業
員
へ
正
確
な
伐

倒
角
度
と
伐
採
方
向
を
教
え
る
こ
と
に

よ
り
作
業
員
全
体
の
安
全
・
安
心
に
つ

な
が
る
職
場
と
な
り
、
新
規
就
労
者

の
定
着
も
図
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

受
講
者
の
感
想　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
教
え
る
人
に
よ
る
バ
ラ
ツ
キ
が
防
げ
、

　

新
人
へ
の
指
導
基
準
が
一
本
化
で

　

き
る
。

・
ベ
テ
ラ
ン
を
含
む
作
業
員
の
伐
倒
技

　

術
の
見
直
し
が
で
き
る
。

　

こ
の
研
修
後
、
新
規
就
業
者
の
３
人

が
伐
採
の
特
別
教
育
を
終
了
し
て
現
場

で
の
伐
採
（
実
践
）
を
始
め
る
前
に
、

空
師
の
嘉
壽(

か
な
が)

氏
（
カ
ナ
ガ
ツ
リ

ー
サ
ー
ビ
ス
）
を
講
師
と
し
て
２
日
間
、

機
材
を
活
用
し
た
実
践
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

　

講
師
に
実
践
で
の
機
材
活
用
に
つ

い
て
伺
う
と
「
実
際
の
伐
採
作
業
で

は
、
作
業
効
率
を
考
え
る
と
現
場
で
の

活
用
は
難
し
い
が
、
伐
採
の
基
本
を
習

う
場
合
や
感
覚
を
養
う
上
で
有
効
で
あ

る
。
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

三
　
製
品
の
紹
介

　

伐
倒
方
向
を
レ
ー
ザ
ー
で
可
視
化
し
、

勘
だ
け
に
頼
ら
ず
に
受
け
口
を
正
確
に

作
成
す
る
補
助
装
置
で
す
。

　

間
伐
作
業
に
お
い
て
は
高
性
能
林
業

機
械
の
活
用
が
進
ん
で
い
る
も
の
の
、

伐
倒
作
業
や
搬
出
ル
ー
ト
の
確
保
等
に

は
い
ま
だ
チ
ェ
ン
ソ
ー
作
業
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
伐
採
作
業
に
お

い
て
「
ガ
イ
ド
レ
ベ
ル/

ガ
イ
ド
レ
ー
ザ

ー
」
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
伐
採
作
業

に
か
か
わ
る
労
災
原
因
を
無
く
し
、
労

働
災
害
・
死
亡
事
故
の
な
い
安
全
・
安

心
な
労
働
環
境
を
目
指
す
も
の
で
す
。

四
　
お
わ
り
に

　

労
働
力
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
作

業
効
率
と
安
全
性
を
高
め
る
ス
マ
ー
ト

林
業
で
す
が
、
山
陽
商
事
㈱
の
よ
う
に

高
性
能
な
林
業
機
器
を
使
い
こ
な
す
人

材
の
育
成
・
安
全
教
育
が
林
業
の
将
来

も
豊
か
に
す
る
と
感
じ
ま
し
た
。

（
津
山
普
及
指
導
区　

長
畑
弘
道
）

ガイドレーザーで伐倒方向を確認 

カイドレベルの装着状況

受け口の状況と伐倒方向の確認

【
津
山
普
及
指
導
区
】

ス
マ
ー
ト
林
業
・お
か
や
ま

〜
伐
倒
補
助
具
ガ
イ
ド
レ
ー
ザ
ー/

ガ
イ
ド
レ
ベ
ル
〜
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一
　
は
じ
め
に

　

真
庭
市
で
は
、
市
内
に
あ
る
豊
富
な

森
林
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、

様
々
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
森
林
経
営
管
理
制
度
を
活

用
し
森
林
の
集
約
・
流
動
化
の
推
進
を

目
的
と
し
た
、
「
ま
に
わ
山
守
パ
ー
ト

ナ
ー
」
制
度
の
取
組
み
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

二
　
背
景
と
目
的

　

真
庭
市
の
人
工
造
林
は
、
高
度
経
済

成
長
期
を
中
心
に
多
く
の
ス
ギ
や
ヒ
ノ

キ
が
植
栽
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
そ
の
多
く
が
伐
期
齢
を

迎
え
、
伐
採
面
積
は
年
々
増
加
す
る
一

方
、
再
造
林
が
進
ま
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
に
、
真
庭
市
が
鉄
山
地

区
で
行
っ
た
意
向
調
査
に
よ
る
と
、
森

林
所
有
者
の
大
半
が
規
模
の
零
細
な
所

有
者
で
、
森
林
経
営
に
対
す
る
意
欲
の

低
下
や
、
森
林
の
売
却
や
寄
付
の
希
望

な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
声
を
受
け
、
市
で
は
受

け
皿
整
備
な
ど
に
取
組
み
、
持
続
的
な

森
林
経
営
や
森
林
資
源
を
確
保
し
な
が

ら
、
今
後
の
森
林
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

早
急
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

三
　
３
者
協
定
と
「
ま
に
わ
山
守
パ
ー

ト
ナ
ー｣

制
度
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
６
月
21
日
に
、
真
庭
市
役

所
に
お
い
て
真
庭
市
、
真
庭
森
林
組
合

及
び
木
質
資
源
安
定
供
給
協
議
会
の
３

者
が
「
真
庭
市
に
お
け
る
森
林
の
集

約
・
流
動
化
の
推
進
に
関
す
る
協
定
書

（
ま
に
わ
山
守
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す

る
協
定
）
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

協
定
を
締
結
し
た
３
者
が
相
互
に
連

携
し
、
森
林
の
集
約
や
流
動
化
を
図
り

な
が
ら
、
今
後
の
森
林
の
在
り
方
を
検

討
し
て
い
く
こ
と
で
、
合
意
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、
森
林
経
営
管
理

法
に
よ
る
森
林
所
有
者
へ
の
意
向
調
査
、

森
林
の
売
却
や
寄
付
の
受
け
皿
の
検
討
、

集
約
化
・
団
地
化
に
向
け
た
地
域
内
の

調
整
、
こ
れ
ら
を
一
体
的
に
運
営
す
る

た
め
の
シ
ス
テ
ム
構
築
な
ど
を
目
指
す

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
森
林
の
売
却
や
寄
付
の

受
け
皿
の
検
討
で
は
、
今
ま
で
こ
の
よ

う
な
仕
組
み
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

森
林
所
有
者
の
声
に
応
え
る
た
め
に
も

新
た
な
受
け
手
や
担
い
手
と
し
て
、
長

期
的
か
つ
適
切
に
森
林
管
理
を
行
う
意

欲
が
あ
る
者
を
、
「
ま
に
わ
山
守
パ
ー

ト
ナ
ー
」
と
し
て
認
定
す
る
仕
組
み
を

検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
仕
組
み
に
よ
り
、
森
林
所
有

者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
様
々
な
情
報
を
、

「
ま
に
わ
山
守
パ
ー
ト
ナ
ー
」
認
定
者

へ
提
供
し
、
森
林
整
備
へ
と
繋
げ
、
持

続
可
能
な
森
林
資
源
の
確
保
を
目
指
す

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
多
様
な
森
林
所
有
者
の

意
向
を
踏
ま
え
、
必
要
に
よ
り
集
約
化

や
団
地
化
に
向
け
た
地
域
の
調
整
、
売

却
や
寄
付
な
ど
が
伴
わ
な
い
森
林
の
在

り
方
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く

予
定
で
す
。

四
　
今
後
に
向
け
て

　

「
ま
に
わ
山
守
パ
ー
ト
ナ
ー
」
制
度

は
、
需
要
と
供
給
の
情
報
を
一
元
化
し

マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
も
の
で
、
今
ま
で

に
な
い
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
森
林
は
公
益
的
機
能
を
有

す
る
共
通
の
財
産
、
真
庭
の
財
産
で
あ

る
と
し
て
、
今
後
も
知
恵
を
出
し
合
い

な
が
ら
将
来
に
亘
っ
て
守
り
発
展
さ
せ

て
い
き
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

真
庭
地
域
森
林
課
で
は
、
こ
の
仕
組

み
に
よ
り
、
森
林
整
備
が
促
進
さ
れ
る

よ
う
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

（
真
庭
普
及
指
導
区　

野
口　

朋
弘
）

て

協定書調印式

まにわ山守パートナーのイメージ

【
真
庭
普
及
指
導
区
】

森
林
経
営
管
理
制
度
の

真
庭
市
の
取
組
み
に
つ
い
て

普
及
指
導
区
の
情
報
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●林道事業　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　【担当課：治山課整備班】
　間伐等の森林整備や素材生産の効率化等を通じて、県産材の安定供給
と持続可能な魅力ある林業の実現を図るため、林内路網の骨格となる林
道の開設・改良・舗装等を計画的に推進します。
・林道の現況（令和３年度末現在）

路 線 数 総 延 長 林道密度
1,361路線 2,158ｋｍ ４.８ｍ／ha

●治山事業　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　【担当課：治山課整備班】
　山地災害から県土を保全し、森林の公益的機能の維持・向上や良好な
生活環境の保全・形成を図るため、治山施設の設置による防災対策や荒
廃森林の整備を計画的に実施します。

事　業　名 令和５年度計画
治山事業（国庫補助分） ３２箇所

治山施設維持管理事業等 ７箇所

●造林事業　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　【担当課：治山課造林班】
　森林の有する水源かん養、地球温暖化防止などの多面的機能を持続的
に発揮させるため、主伐・再造林の推進や間伐等の森林整備を実施する
とともに、広葉樹林・針広混交林への誘導等の多様な森づくりを推進し
ます。間伐については、21おかやま農林水産プランによる間伐の実施目
標（R元～R５年度）の達成に向け、計画的な事業推進を図ります。
○国庫補助造林事業　
○おかやま元気な森づくり推進事業【おかやま森づくり県民税】
○少花粉スギ等造林対策事業【おかやま森づくり県民税】

●次世代につなぐ少花粉の森整備事業　　　   　　　　　　　　　　　　　【担当課：治山課造林班】
　 本格的な利用期を迎えたスギ・ヒノキ人工林の伐採と、少花粉スギ・ヒノキ苗木による伐採跡地の
再造林を促進するため、再造林に係るトータルコストの削減に向けた支援を行い、持続的な森林経営
を推進します。
　また、森林整備に不可欠な森林作業道づくりを推進するとともに、花粉発生源対策の加速化を図る
ため、さらに積極的な少花粉苗木による植替えや、少花粉と特定母樹の特性を併せ持つ品種の早期普
及を進めるための準備を行います。
　　　　　○一貫作業の推進　
　　　　　○ドローンやＧＮＳＳ測量などＩＣＴ技術の活用による労力確保
　　　　　○伐採と再造林の連携促進　
　　　　　○丈夫な森林作業道づくりの推進
　　　　　○期待される少花粉苗木の供給体制整備

令和５年度主要事業の紹介
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●おかやま木づかいサポート事業
　公共建築物等を整備する市町村や民間事業者を対象に、ＣＬＴなどの木造建築に関するセミナーを
開催するほか、木造化・木質化の促進を支援するための相談窓口（木づかいサポート窓口 ) を開設し、
技術的な助言・指導を行う専門家を派遣します。
　事業主体　 岡山県（岡山県建築士会に委託）

●県産材利用促進ＰＲ事業
　県産材をＰＲするため、エンドユーザー等を対象とした展示会や木工教室の開催、広告媒体を利用
したＰＲ等の活動を支援します。
１　事業主体　県産材の生産及び利用に取り組む団体
２　補  助  率　１／２以内（上限25万円）

●木づかい提案・実証事業
　県産材（ＣＬＴを含む）を活用した普及性や先駆性が高い中大規模木造建築物等の整備を支援します。
１　事業主体　市町村、民間事業者等
２　補  助  率　木造化・木質化に係る県産材の木材費等（材料費、加工費及び運搬費）　１／２以内
　　　　　　　※民間建築物の対象部材に使用する県産材については、その建て方費も対象

●おかやまの木で家づくり支援事業　　　　　　　　　　　　　　　【担当課：林政課林業木材班】
　環境への負荷が少なく再生可能な循環型資源である県産材を積極的に使っていただくため、県産森
林認証材を使用して住宅や民間非住宅の新築等を行う施工業者に助成金を交付します。
１　助成対象者　県内において住宅を新築又は改修する施工業者（大工･工務店等）
２　主な採択条件
（１）木造住宅・木造民間非住宅の新築

　建築主が居住するために新築される一戸建ての木造住宅及び木造民間
非住宅で主要構造部材に県産森林認証材を４㎥以上使用

（２）豪雨災害等により被災した住宅の改修
　建築主が居住するために改修される住宅で主要構造部材等に県産森林
認証材を２㎥以上使用

３　助成金額
区　　　　　分 一戸（件）当たり助成額  受付件数

住　　　 宅
新　 築   １２～２４万円（県産森林認証材 ３万円 / ㎥）

　４５０戸程度
改　 修     ６～２４万円（県産森林認証材 ３万円 / ㎥）

民 間 非 住 宅 新　 築   １２～２４万円（県産森林認証材 ３万円 / ㎥） ５０件程度

４　申込先　（一社）岡山県木材組合連合会（ＨＰ　http://www.kaiteki-kinoie.or.jp/subsidy.html）

●県産材利用促進対策事業
　公共施設等の展示効果の高い建築物に、ＣＬＴなどの県産材を使用
した木造化や内外装の整備、木製品導入等を支援します。
１　助成対象者　県内に公共建築物や多数の集客が見込まれるなどＰＲ効果の
　　　　　　　　高い施設を整備する者
２　主な採択条件
　　・木材利用促進のための普及啓発の実施・協力が可能であること
　　・県産材使用量(材積)のうち概ね30％以上が森林認証材であること
３　支援内容・補助率

区　　　　　分 補助率（補助上限額）
①設計支援…県産材を主要構造材に使用する建築物の設計費  １／２以内（200 万円／施設 )
②木造化支援…主要構造材に使用する県産材の材料費、加工費等  １／２以内（500 万円／施設 )
③木質化支援…内外装に使用する県産材の材料費、加工費等  １／２以内（200 万円／施設 )
④木製品導入支援…県産材を使用した木製品費等の購入費、材料費等  １／２以内（200 万円／施設 )
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●快適森林環境創出事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【担当課：林政課森林経営班】

　荒廃した里山林等を人が心地よい姿へ整備するとともに、松くい虫の被害林等において被害木等を
伐採し健全な姿に再生することにより、安全で快適な森林環境を創出し、併せて森林の持つ公益的機
能の回復を図ります。

［里山林等再生事業］
１　事業主体　森林組合
２　事業内容　不用木や竹林の伐倒・整理、緩衝帯の整理
　　　　　　　（補助率：定額）
［病害虫被害森林等再生事業(松くい虫被害林再生)］
１　事業主体　森林組合
２　事業内容　過年度被害木及び不用木等の伐倒・整理
　　　　　　　（補助率：定額）
［広葉樹等利用促進事業］
１　事業主体　（１）森林組合、木材生産業者等（２）しいたけ生産者等
　　　　　　　（３）市町村、森林組合、木材生産業者等（４）市町村、森林組合、木材生産業者、
　　　　　　　　　　森林整備法人
２　事業内容　（１）未利用広葉樹のしいたけ原木等利用に係る搬出経費（補助率：1/2以内）　　　
　　　　　　　（２）しいたけ原木等の倒木接種に係る経費（補助率：1/2以内）
　　　　　　　（３）大径広葉樹の有効活用に必要な実証経費（補助率：1/2以内（上限100万円））
　　　　　　　（４）林地残材の木材チップ等、有効活用に必要な実証経費
　　　　　　　　　　（補助率：1/2以内（上限150万円））

●森林管理システム市町村等支援事業　　　　　　　　　　　　　【担当課：林政課森林企画班他】

　平成31年4月に森林経営管理法が施行され、市町村が仲介役となり、森林所有者と林業経営体とを繋
ぐ森林経営管理制度が進められています。県では、県に譲与される森林環境譲与税を活用し、森林経
営管理制度を運用する市町村等への支援を総合的に実施することで、森林管理の適正化と林業経営の
効率化を図ることとしています。

１　推進体制支援
　・県と市町村との連携推進会議の開催
　・市町村職員や市町村が雇用する支援員（地域林政アドバイザー）
　　を対象とした森林・林業の基礎研修の実施
　・（公社）おかやまの森整備公社による専門的人材の紹介（林業
　　技術者等の人材バンク）や技術相談、林業経営に適さない森林
　　の管理受託体制の構築
２　森林管理データ整備・活用
　・市町村と共有している森林クラウドの森林情報（森林資源、地図情報等）の充実、森林資源・地
　　形情報のデジタルデータ整備
３　林業経営体の育成
　・林業経営体代表者等を対象とした経営の意識改革や職員の資質向上等に係る研修の実施
　・森林研究所林業技術研修施設の整備等による人材育成環境の充実
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令和令和５５年度狩猟免許試験・狩猟免許更新のご案内年度狩猟免許試験・狩猟免許更新のご案内

※新型コロナウイルス感染症の影響により、今後内容を変更する可能性がありますので、岡山県鳥獣害対策
　室ホームページで最新の情報を御確認ください。　　　　https://www.pref.okayama.jp/soshiki/328/

■ 岡山県農林水産部農村振興課鳥獣害対策室
　 電話：086-226-7439
　 〒700-8570　岡山市北区内山下2-4-6
■ 備前県民局農林水産事業部森林企画課
　 電話：086-233-9832
　 〒700-8604　岡山市北区弓之町6-1

■ 備中県民局農林水産事業部森林企画課
　 電話：086-434-7052
　 〒710-8530　倉敷市羽島1083
■ 美作県民局農林水産事業部森林企画課
　 電話：0868-23-1384
　 〒708-8506　津山市山下53

お問合せ先

１　狩猟免許試験
期　　日 開始時刻 試　験　会　場 所在地 定　員

第１回 　６月２０日(火曜日) 午前 9 時 30 分 マービーふれあいセンター 倉敷市真備町箭田40-1 90名
第２回 　７月１２日(水曜日) 午前 9 時 30 分 体験学習施設百花プラザ 岡山市東区西大寺南1-2-3 130名
第３回 　８月　６日(日曜日) 午前 9 時 30 分 勝山文化センター 真庭市勝山319 60名
第４回 　８月２５日(金曜日) 午前 9 時 30 分 たいこまるプラザ 高梁市成羽町下原606 50名
第５回 　９月１４日(木曜日) 午前 9 時 30 分 体験学習施設百花プラザ 岡山市東区西大寺南1-2-3 130名
第６回 １１月１０日(金曜日) 午前 9 時 30 分 グリーンヒルズ津山リージョンセンター 津山市大田920 100名

２　狩猟免許更新
期　　日 開始時刻 会　　　　　場 所　　在　　地

７月　６日（木曜日） 受験票に記載 グリーンヒルズ津山リージョンセンター 津山市大田920

８月１０日（木曜日） 受験票に記載 体験学習施設百花プラザ 岡山市東区西大寺南1-2-3

９月　５日（火曜日） 受験票に記載 マービーふれあいセンター 倉敷市真備町箭田40-1

●おかやまの森林・林業を支える担い手対策事業　　　　　　　　　【担当課：林政課普及指導班】
　人工林の豊富な森林資源を活用して林業のサイクルを循環させ、林業の成長産業化につなげ
ていくためには、知識と技術を備えた優れた担い手が必要不可欠であることから、林業の担い
手の確保・育成・定着を図ります。
［晴れの国おかやまの林業就業促進事業］　実施主体：（公財）岡山県林業振興基金
　・就業相談窓口の開設、「林業就業ガイダンス」等の開催、就業促進に向けた情報発信
［林業インターンシップ促進事業］　事業主体：県
　・高校生や林業就業希望者等を対象とした林業機械等の操作を体験する現地研修の実施
　・高校生を対象とした林業事業体等との交流の機会の提供
［林業担い手育成総合対策事業］　実施主体：（公財）岡山県林業振興基金
　・認定事業体等の新規就業者への職場内研修への支援（補助率：１人当たり月額７万円）
　・認定事業体等の現場作業員が、各種技能講習を受講する経費支援（補助率：定額）
　・安全装備等の導入支援（補助率：１/２以内）
　・林退共、木退共の掛金の一部助成（補助率：１/４以内）　
　・労働強度の低減を図るための現場作業資材・機材の導入支援
　　（補助率：１/２以内）
　・雇用管理改善に係る巡回指導の実施
［多能工育成総合対策事業］　実施主体：県
　・地形、地質及び作業システムに適した森林作業道を作設できる
　　オペレーターを養成する研修の実施
　・林業機械を自身で整備できる技術者を養成する研修の実施
［伐採技術向上対策事業］　実施主体：県
　・林業経営体の現場指導者を対象として、立木伐採技術の要点・指導技術についての実地研修の実施
［林業労働安全衛生推進事業］　実施主体：林業・木材製造業労働災害防止協会岡山県支部
　・災害防止のための巡回指導、労働安全衛生推進会議の開催
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　岡山県農林水産総合センター森林研究所（普及連携部普及推進課
林業普及推進班）及び県から委託を受けた（公財）岡山県林業振興
基金において、森林施業を担う林業従事者や市町村職員等を対象と
した研修を今年度も引き続き実施します。

研　　修　　名 研 修 内 容 時期 人数

多能工育成研修 森林作業道作設
（基礎）

作設指針、作設手順、施工方法、補助金、線
形計画、路網設計支援システム ５月 ８名

募集終了

森林作業道作設
（応用）

線形計画、踏査選点、作設実習（基礎土工、
応用土工） 10月 ８名

森林作業道作設
（新規指導者育成） 指導方法、路網計画・作設指導実習 12月 ５名

機械整備技術習得 機械整備・点検、故障時の応急処置　等 11月 10名

伐採技術向上研修 前期 労働災害の現状・ＶＲ体験、基礎技術確認 ５月

各10名
募集終了中期 指導方法の基本 ６月

後期 指導の実践 ７月

林業機械体験研修 全３回 高性能林業機械の基礎知識・操作体験 ８月 各15名

市町村等支援研修
（地域林政アドバイザー研修）

※全日程を修了された方には
修了証を交付

第１回 森林・林業総論、森林経営管理制度 ５月

各15名
第２回 森林計画制度、森林法令 ６月

第３回 森林整備技術 ７月

第４回 森林情報の活用 ８月

林業経営体育成研修 経営者向け

マネジメント研修
(経営に係る意識改革、職員の資質向上等)
講師：中小企業診断士等

５～２月

各20名

管理職向け①

管理職向け②

職員向け

管理制度全般 森林経営管理制度、集積計画の作成　等

各15名

基礎知識①

素材生産（川上側）から木材消費（川下
側）に関する基礎知識

基礎知識②

基礎知識③

基礎知識④

（注）研修内容は、天候等により変更になる場合があります。
（普及推進課　林業普及推進班）

県主催の今年度の研修計画

伐採技術向上研修（Ｒ４）
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技能講習会の開催（６月～８月）

名　　　称 会場 日　　　程 申込・問合せ先

伐木（特別教育）
岡山 ６月26～28日（受付終了）

林業・木材製造業労働災害防止協会
　岡山県支部
TEL(0868)28-9518

岡山 ７月19～21日（受付終了）
津山 ８月28～30日（受付終了）

刈払（安全衛生教育） 津山 ８月10日
※15名以上の受講者がある場合は、「伐木特別教育」又は「刈払機安全衛生教
　育」の特別開催（出張）を実施することができます｡
※｢伐木等特別教育｣９月、１０月分、受講申込受付中です。
　詳しくはHPをご覧下さい。

小型移動式クレーン運転
津山 ６月１～２日

一般社団法人　
岡山県労働基準協会
TEL(086)225-3571

岡山 ７月20～21日

玉掛け
岡山 ７月１～２日、６～７日

８月３～４日
和気 ８月31～９月１日

フォークリフト運転
岡山 ６月１,17日、７月５,15,16日

８月10,26日
新見 ６月21日
玉野 ６月22日

不整地運搬車 倉敷 ７月25～26日 (株)ＰＥＯ建機教習センター
岡山教習所　TEL(086)464-5411

はい作業主任者 岡山 ６月22～23日、８月22～23日 陸上貨物運送事業労働災害防止協会
岡山県支部　TEL(086)234-1332

林業架線作業主任者（免許） 福山 ６月７日 中国四国安全衛生技術センター
TEL(084)954-4661

※詳細は申込先にお問い合わせください。

林災防岡山県支部 HP
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単位：千円／㎥ 価格：円／㎥

林　　産　　物　　市　　況

●木　材（４月19日）
・出 荷 量　　約1,700㎥

樹種 長さ 径級 直材 小曲り 概　　況

杉

３ｍ
14～16 12 ～ 杉概況

【3m】
柱　材　横這い
中目材　横這い

【4m】
中目材　横這い
元　木　横這い

18～20 12 ～
22～28 12 ～

４ｍ
18～22 10 -
24～28 12 9.5

６ｍ 16～18 - -

桧

３ｍ
14～16 22 15 桧概況 

【3m】 
柱　材　横這い 
中目材　横這い 
元　木　横這い 

【4m】 
柱　材　横這い 
中目材　横這い 
元　木　横這い 

18～20 17 15
22上 16 15

４ｍ
16～18 16 15
20～22 15.5 15
24～28 15.5 15

６ｍ
16 - -

18～20 33 25
資料：岡山県森連勝山木材共販所市況速報、価格は中値。

●製　材（４月）

樹種 寸　法 等級 区分 安値～高値 備考

スギ
正角３m　10.5cm角 特等 Ｋ 85,000 ～ 

90,000
正角３m　12cm角 特等 Ｋ ～ 90,000

ヒノキ

正角３m　10.5cm角 特等 Ｋ ～ 95,000

正角３m　12cm角 特等 Ｋ 80,000 ～ 
85,000

正角４m　10.5cm角 特 等 Ｋ ～ 90,000
正角４m　12cm角 特 等 Ｋ ～ 90,000

マツ 平角４m　10.5～12cm 
　　　　　×15～18cm 一等 Ｋ 95,000 ～

米マツ
正角３m、４m　10.5cm角 特等 Ｇ 77,000 ～
平角３m、４m 
10.5×15～21cm 特等 K ～ 99,000

北洋
アカマツ タルキ４m　3.8cm角 特等 Ｋ 100,000 ～ 

105,000
ホワイト
ウッド

間柱３m 
2.7cm×10.5cm 特等 Ｋ ～ 85,000

注１：価格は、岡山県内の市場の相場を参考とした。	
注２：区分のＫとは人工乾燥材、Ｇとは未乾燥材のこと。	
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おおかかややままのの木木でで家家づづくくりり支支援援事事業業  
助助成成金金額額：：最最⼤⼤２２４４万万円円／／⼾⼾  

助助成成対対象象者者：：  

①①県県内内でで認認証証材材をを４４㎥㎥以以上上使使用用ししてて新新築築すするる住住宅宅((４４５５００⼾⼾程程度度))  

②②      〃〃                〃〃                ⺠⺠間間非非住住宅宅((５５００件件程程度度))  

③③        〃〃            ２２㎥㎥以以上上使使用用ししてて改改修修すするる住住宅宅((被被災災住住宅宅))  

  

詳詳細細ははここちちらら    ⇓⇓    
hhttttpp////wwwwww..kkaaiitteekkii--kkiinnooiiee..oorr..jjpp//ssuubbssiiddyy..hhttmmll  

  

                 一一般般社社団団法法人人  岡岡山山県県木木材材組組合合連連合合会会  
                          〒〒770000−−00990022  岡岡山山市市北北区区錦錦町町11−−88  ((岡岡山山県県木木材材会会館館内内))  

TTEELL  ((008866))  223311−−66667777  FFAAXX  ((008866))  223322−−77554499  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ヒノキのくに岡山から、1００％ 岡山県産材の合板が誕生  

※県産森林認証合板を床・壁・屋根に一定量以上使用すると、令和５年度おかやまの木で家づくり支援事業の 

 助成を受けることができます。 

お問い合わせ 〒701-1202 岡山市北区楢津 485 

        岡山県森林組合連合会 木材センター TEL 086-284-0299 

県産森林認証材 ♢ 12㎜厚 910㎜×1820㎜ 

 
JAS桧構造用合板 ♢ 24 ㎜厚 910㎜×1820㎜ 

〔〔林林地地除除草草剤剤〕〕ザイトロンフレノック微粒剤・ザイトロン微粒剤・フレノック粒剤・ケイピンエース

〔〔野野生生獣獣類類忌忌避避剤剤〕〕ランテクター水和剤・コニファー水和剤
〔〔幼幼齢齢樹樹保保護護カカババーー〕〕くわんたいⅡ　　　〔〔樹樹皮皮食食いい防防止止〕〕バークガード・美樹巻夫
〔〔樹樹幹幹注注入入剤剤〕〕マッケンジー・マツガード・他　〔〔野野生生草草食食獣獣侵侵入入防防止止〕〕防獣ネット・他

——    安安全全・・人人とと自自然然・・調調和和      ——
美美林林をを育育ててるる

造造林林木木をを野野生生動動物物のの食食害害かからら守守るる

販販売売：：日日植植アアググリリ株株式式会会社社　　　　　　　　　　販販売売元元：：大大同同商商事事（（株株））大大阪阪営営業業所所
                TTEELL..008866--229922--55552255                                              TTEELL..0066--66338844--11228888

お問い合わせ申込みは県森連・森林組合へ
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「
作
陽
学
園
高
等
学
校
・
食
堂
棟
」

　

昨
年
度
、
木
づ
か
い
提
案
・
実
証
事

業
を
利
用
し
て
整
備
さ
れ
た
、
作
陽
学

園
高
等
学
校
の
食
堂
棟
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

作
陽
学
園
高
等
学
校
は
今
年
４
月
、

津
山
市
か
ら
倉
敷
市
へ
の
移
転
に
伴

い
、
真
新
し
い
校
舎
が
建
設
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
食
堂
棟

は
、
延
べ
床
面
積
約
４
５
０
平
方
㍍
の

木
造
平
屋
建
て
で
、
県
産
認
証
材
を
約

30
立
方
㍍
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

食
堂
棟
の
空
間
造
り
と
し
て
は
開
放

感
を
一
番
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
お
り
、

食
堂
中
央
に
あ
る
７
本
の
柱
・
梁
を
Ｙ

の
字
に
設
け
、
構
造
材
を
露
出
仕
上
げ

と
す
る
こ
と
で
、
高
い
天
井
高
を
確
保

し
、
大
空
間
を
演
出
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
東
西
の
外
壁
面
に
ガ
ラ
ス
窓
を
多

く
設
け
、
高
校
敷
地
の
中
央
を
流
れ
る

道
口
川
を
望
み
な
が
ら
食
事
が
取
れ
る

開
放
的
な
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
天
井
の
表
層
仕
上
げ
に
木
材

を
使
用
す
る
こ
と
で
、
木
材
が
持
つ
美

し
さ
、
温
も
り
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
作
陽
学
園
高
等
学
校
で
は
、

木
の
も
た
ら
す
健
康
面
、
情
緒
面
で
の

効
果
と
合
わ
せ
て
、
あ
え
て
架
構
を
岡

森
林
・
林
業
施
設
の
紹
介

山
県
産
材
と
し
て
見
せ
る
こ
と
が
、
利

用
す
る
生
徒
等
へ
山
の
重
要
性
を
認
識

す
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
考
え
、
教
育

の
場
と
し
て
の
活
用
も
意
識
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

食
堂
棟
を
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
は
、

木
材
の
温
も
り
を
感
じ
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
有
意
義
な
学
校
生
活
を
送
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
倉
敷
普
及
指
導
区　

山
下　

雅
子
）

食堂棟外観

００００２２３３００--３３--１１４４４４７７５５２２
緑の募⾦で進めようSDGｓ（持続可能な開発目標）

※窓口では手数料がすべて免除となります

⾼性能林業機械から電動⼯具まで何でも揃う

https://mitsuyoshi.com/

開放的な空間の食堂棟


